本アンケートは劇場・ホールや博物館、美術館において、様々な人々がストレスなく芸術文化に触れることができているのかについて、実態を具体的に把握することを目的としています。障害のある方、外国にルーツのある方、子育て中の方※を対象としたアクセシビリティに関する取組の実施状況についてご回答ください。
なお、本アンケートの結果については、個別の施設からの集計データに基づく報告書および調査結果リストを東京都のホームページで公表します。調査結果リスト上で公表不可の項目については□欄にチェックをお願いします。

※未就学児の子育てをしている方です。

◆ 基本情報 
・貴施設の名称をご記入ください			（						）

・貴施設の主な属性を選択してください			１．劇場・ホール	２．博物館	３．美術館
【上記の質問で「１．劇場・ホール」と回答した方へ】
□ 収容人数をご記入ください			（		）人
□ 客席数をご記入ください			（		）人
□ 利用ジャンルについてお聞かせください（複数選択可）
	１．ポップス
	２．クラシック
	３．演歌・歌謡曲
	４．ジャズ

	５．演劇
	６．ミュージカル
	７．歌舞伎
	８．能・狂言

	９．日本の伝統音楽（邦楽等）
	10．世界の民族音楽
	11．お笑い・寄席・演芸
	12．バレエ

	13．オペラ
	14．ダンス・パフォーマンス
	15．合唱
	16．映像上映会（試写会など）

	17．講演会
	18．展示会
	19．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



【上記の質問で「２．博物館」または「３．美術館」と回答した方へ】
□ 年間来場者数（2024年１月１日から同年12月31日まで）をご記入ください	（　　　）人
□ 主な分野を選択してください
	１．総合
	２．郷土
	３．歴史
	４．自然史
	５．理工
	６．美術
	７．その他（　　　　　　　　）



・貴施設の改修・閉館についてお聞かせください
□ 過去10年以内の休館を要した大規模改修の有無		１．あり		２．なし
上記の質問で「１．あり」と回答した方へ		実施時期：西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月
改修内容：（				）
休館期間：西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月

上記の質問で「２．なし」と回答した方へ
・休館をせずに（営業しながら）大規模改修を行っている場合、その工事方法と工事期間を教えてください
（					）
例）夜間工事、週に１回の休館日にて２年間で工事）


□ 今後の改修、休館又は閉館予定　				１．あり　　		２．なし
上記の質問で「１．あり」と回答した方へ		改修　実施時期：西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月
休館　実施時期：西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月
建替　実施時期：西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月
閉館（営業を終了する場合、その閉館時期）　西暦　　年　　月 ～ 西暦　　年　　月

◆ 障害のある方、外国にルーツのある方、子育て中の方に向けた取組についてお聞かせください
Q1 障害のある方に向けて下記に記載した取組のいずれかを実施している
□ 障害のある方にわかりやすく情報を提供するため、ホームページで工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．背景色・文字色を変更できる
２．テキスト文字の大きさを変更できる
３．やさしい日本語を用いている
４．読み上げアプリに対応したサイト作りをしている
５．障害のある方を対象とした設備・サービス等に関する情報を掲載している
６．障害のある方向けの施設へのアクセス情報として、バリアフリールートの情報提供をおこなっている
７．障害のある方によるチェックを受けたうえで制作している
８．障害のある方に定期的に見直しをしてもらっている
９．その他　（						）
10．取り組んでいない

□ 障害のある方にわかりやすく情報を提供するため、チラシ・ポスターなどの紙媒体で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．色覚障害のある方が見やすいよう背景色や文字色に配慮している
２．文字の大きさに配慮している
３．点字表記を行っている
４．音声コードを記載している
５．やさしい日本語で記載している
６．障害のある方によるチェックを受けたうえで制作している
７．その他　（						）
８．取り組んでいない

□ 障害のある方が施設を利用するに当たって、スタッフの配置等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．手話による案内が可能である
２．筆談が可能である
３．来館者への車いすの誘導を行っている
４．福祉系の資格を持ったスタッフを配置している
５．やさしい日本語による案内が可能である
６．障害のある方に対応するための、接遇等の研修を行っている
７．文字表示支援デバイスや聴覚情報支援機器等のデバイスを案内に活用している	具体的な機器名（　　　　　　　　）
８．視覚障害のある方に向けて、施設の最寄駅からの誘導を行っている
９．視覚障害のある方に向けて、施設内の誘導をしている
10．その他　（						）
11．取り組んでいない

□ 障害のある方が施設を利用するに当たって、設備等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．出入り口の段差をなくしている
２．スロープを設置している
３．車いすの貸出を行っている
４．階段に車いす昇降機を設置している
５．車いす対応のエレベーターを設置している
６．エレベーターに階を知らせる音声ガイドがある
７．触地図、触知案内図、触察模型等を整備している
８．車いすの目線に合わせて掲示物・サインの設置位置を低くしている
９．掲示物やサインの文字の大きさや色に配慮している
10．掲示物やサインに点字を用いている
11．掲示物やサインにやさしい日本語を用いている
12．施設案内用の手話動画を用意している
13．掲示物やサインにピクトグラムを用いている
14．多機能トイレを設置している
15．点字ブロックを設置している
16．その他　（						）
17．取り組んでいない

□ 障害のある方を対象とした鑑賞支援の取組について、あてはまるものを選択してください
（複数選択可）
１．スタッフによる個別の案内
２．鑑賞前のレクチャー
３．展示等解説表示のやさしい日本語による表記
４．鑑賞アプリの導入
５．手すりの設置、車いすの通行を考慮した広めの鑑賞スペースの確保など、アクセシビリティを高めた展示（博物館・美術館）
６．視覚以外の方法（触れる、におい、音、体で体感する等）により鑑賞できる展示（博物館・美術館）
７．車いす席を設置（ホール・劇場）
８．聴覚障害のある方向けのプログラム等の実施	プログラム等の内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９．視覚障害のある方向けのプログラム等の実施	プログラム等の内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10．手話解説付き動画の導入
11．映像（施設案内や作品）の字幕サービス
12．舞台公演等の字幕サービス
13．音声認識ツールを用いたプログラムの実施
14．展示物の点字解説、点字ガイドブック・点字公演プログラム
15．磁気ループ、デジタル補聴援助システム等の聴覚支援機器の整備
16．音声ガイド
17．各種支援機器（単眼鏡や遮光眼鏡、イヤーマフなど）の貸出
18．障害のある方への割引など料金の減額・免除制度の設置
19．その他　（						）
20．取り組んでいない

【Q1でいずれの取組も実施していない方へ】
　　□ 障害のある方に向けた取組を行う予定／計画の有無		　１．ある	２．ない

□ 障害のある方に向けた取組を実施できない／していない理由は何ですか。あてはまるものを選択してください
　（複数選択可）
　　１．ニーズがない
　　２．予算がない
　　３．専門性をもった人材がいない
　　４．その他　（						）

Q2 外国にルーツのある方に向けて下記に記載した取組のいずれかを実施している
□ 外国にルーツのある方にわかりやすく情報を提供するため、ホームページで工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．多言語に対応している	言語（			）
２．やさしい日本語を用いている
３．外国にルーツのある方を対象とした設備・サービス等に関する情報を掲載している
４．その他　（						）
５．取り組んでいない

□ 外国にルーツのある方にわかりやすく情報を提供するため、チラシ・ポスターなどの紙媒体で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．多言語で記載している	言語（			）
２．やさしい日本語で記載している
３．その他　（						）
４．取り組んでいない

□ 外国にルーツのある方が施設を利用するに当たって、スタッフの配置等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．多言語による案内が可能である	言語（			）
２．やさしい日本語による案内が可能である
３．その他　（						）
４．取り組んでいない

□ 外国にルーツのある方が施設を利用するに当たって、設備等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．掲示物やサインが多言語に対応している	言語（			）
２．掲示物やサインにやさしい日本語を用いている
３．掲示物やサインにピクトグラムを用いている
４．その他　（						）
５．取り組んでいない

□ 外国にルーツのある方を対象とした鑑賞支援の取組について、あてはまるものを選択してください
（複数選択可）
１．スタッフによる個別の案内・解説
２．展示等解説表示の多言語表記	言語（			）
３．展示等解説表示のやさしい日本語による表記
４．鑑賞アプリの導入
５．多言語対応した音声ガイド　言語（			）
６．字幕サービス
７．外国にルーツのある方を対象としたプログラム等の実施	プログラム等の内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８．その他　（						）
９．取り組んでいない

【Q2でいずれの取組も実施していない方へ】
　□ 外国にルーツのある方に向けた取組を行う予定／計画の有無	　１．ある	２．ない

□ 外国にルーツのある方に向けた取組を実施できない／していない理由は何ですか。あてはまるものを選択してください
　（複数選択可）
　　１．ニーズがない
　　２．予算がない
　　３．専門性をもった人材がいない
　　４．その他　（						）

Q3 子育て中の方に向けて下記に記載した取組のいずれかを実施している
□ 子育て中の方にわかりやすく情報を提供するため、ホームページで工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．施設へのアクセス情報として、バリアフリールートの情報提供をおこなっている
２．子育て中の方を対象とした設備・サービス等に関する情報を掲載している
３．その他　（						）
４．取り組んでいない

□ 子育て中の方にわかりやすく情報を提供するため、チラシ・ポスターなどの紙媒体で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．施設へのアクセス情報として、バリアフリールートを記載している
２．子育て中の方を対象とした設備・サービス等に関する情報を記載している
３．その他　（						）
４．取り組んでいない

□ 子育て中の方が施設を利用するに当たって、スタッフの配置等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．福祉系の資格を持ったスタッフを配置している
２．やさしい日本語による案内が可能である
３．その他　（						）
４．取り組んでいない

□ 子育て中の方が施設を利用するに当たって、設備等で工夫していることを教えてください
（複数選択可）
１．出入り口の段差をなくしている
２．スロープを設置している
３．ベビーカーの貸出を行っている
４．ベビーカーの預かりを行っている
５．掲示物やサインにやさしい日本語を用いている
６．掲示物やサインにピクトグラムを用いている
７．キッズスペースを設置している
８．授乳室を設置している
９．多機能トイレを設置している
10．その他　（						）
11．取り組んでいない

□ 子育て中の方を対象とした鑑賞支援の取組について、あてはまるものを選択してください
（複数選択可）
１．スタッフによる個別の案内
２．展示等解説表示のやさしい日本語による表記
３．親子で一緒に楽しめる事業の実施	プログラム等の内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４．親子で鑑賞できるスペースの設置
５．託児サービスの実施
６．親子割引など料金の減額・免除制度の設置
７．その他　（						）
８．取り組んでいない

【Q3でいずれの取組も実施していない方へ】
□ 子育て中の方に向けた取組を行う予定／計画の有無	　１．ある	２．ない

□ 子育て中の方に向けた取組を実施できない／していない理由は何ですか。あてはまるものを選択してください
　（複数選択可）
　　１．ニーズがない
　　２．予算がない
　　３．専門性をもった人材がいない
　　４．その他　（						）

Q4 その他、障害のある方、外国にルーツのある方、子育て中の方がストレスなく芸術文化に触れることができるようにするため、実施している工夫や取組があったら教えてください。また、アクセシビリティの向上・促進について、東京都にどのようなことを望みますか
　　　（															）

アンケートは以上となります。調査の実施にご協力を賜り誠にありがとうございました

来年度は世界陸上、デフリンピックが開催されます。この機会を捉え、都立文化施設のみならず都内の民間施設においても、鑑賞サポート付きの公演や展覧会を実施するなど、東京の芸術文化における共生社会の実現に向けた取組を促進していきたいと考えています。ぜひ貴施設におかれましても、今年度より東京都で開始した鑑賞サポート助成をご活用いただくなど、東京都全体の鑑賞サポートの普及に向けてご協力いただきますようお願い申し上げます。
